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開催趣旨
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• JAXAは、NEDOによる「次世代空モビリティの社会実装に向けた実現プロジェクト（ReAMo
プロジェクト）」において「低高度空域共有に向けた運航管理技術の研究開発」を実施中。
本会はその一環として開催するもの。

• 無人航空機の運航、特に目視外飛行が拡大する中、有人航空機との安全確保と調和は重要課題。
一方、UTM（UAS Traffic Management）の社会実装が目前にせまる中、利用可能な技術や
運航環境は変化している。

• 有人航空機と無人航空機の安全確保と調和に向けて、継続的に両業界で議論を行い、コンセン
サスを構築していくことが必要。本会では両業界の専門家/関係者により課題認識を共有し、
その議論の端緒としたい。



現状と課題：有人航空機・無人航空機の安全確保
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• 無人航空機の運航数が急激に増えているが、無人航空機同士の空中衝突確率はまだ低い。一方
で、有人航空機との衝突確率も高くはないが、その被害程度が高くなることから、リスクは既
に無視できない状況。

• 有人航空機パイロットには他の航空機や障害物を目視で確認して回避する義務がある。しかし
無人航空機は小さく、有人航空機パイロットが無人航空機を目視で発見して避けることは困難。

• そこで無人航空機側での対処が主となる。目視内飛行では無人航空機パイロットが目視により
周辺空域の安全を確認して飛行できるが、目視外飛行では無人航空機パイロットから機体周辺
を直接視認できないため、代替えとなる安全手段が必要。



検討の経緯
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航空機、無人航空機相互間の安全確保と調和に向けた検討会（2016～2017年度）
• 無人航空機と有人航空機の衝突回避ルール等の整備を進めるため、国土交通省航空局が検討会を設置。

2017年度末に検討結果が取りまとめられた。

https://www.mlit.go.jp/koku
/koku_tk01_000001.html

• 有人航空機運航者への事前情報共有
（無人航空機運航者の衝突防止義務に対応）

• DIPSの素案（ドクターヘリの動態情報共有）

当時、無人航空機側の動態情報を共有できる目途が
無かったため、対等な情報共有のコンセンサスを構
築できなかった。



既知の課題
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• ①飛行前の関係者事前調整
現状：無人航空機の目視外運航の多くのケースでは、飛行する前に周辺空域を飛行する可能性がある
有人航空機の運航事業者に無人航空機運航予定の事前連絡をして、干渉しないことを確認している。
課題：無人航空機の目視外運航者から有人航空機の運航者等への事前情報伝達の手段は電話やメール
であり、無人航空機運航者と有人航空機運航者双方の大きな負担となってしまっている。

目視外飛行の計画



既知の課題
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• ②飛行中の接近アラート
現状：航空局が運用するDIPSによるアラート通知（有人航空機⇒無人航空機の一方通行）

 有人航空機はドクターヘリに搭載されているFOSTER Co-Pilotの動態情報を匿名化して利用
 許可が必要な無人航空機は飛行計画を登録、登録した運航者に有人航空機の接近情報を通知

課題：DIPSアラートは全ての空域ユーザーが含まれるわけではないことと、分オーダーの遅延が存在
⇒遅延を考慮した安全側のアラート距離設定（約10 km）のため ドローンの運航効率低下※が課題

※ 遅延を含み、かつ単純な距離判定のみでアラートを出す仕組みを全ての有人航空機に拡大すると、有人航空機の
運航密度が高いエリアでは多くの無人航空機（4割以上, JAXA試算）の運航が影響（中断等）を受ける。

出典）
https://www.ossportal.dips.mlit.go.jp/guide/fiss/
DIPS-Manual_FPR_ALL_Ja.pdf

参考文献） 久保大輔，真道雅人，横山崇朗, "ポータブルADS-Bによる有人航空機の位
置情報共有とドローン運航者の状況認識向上," 1B09, 第60回飛行機シンポジウム, 2022.



UTM導入方針（空の産業革命に向けたロードマップ2022）
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出展）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki
/kanminkyougi_dai18/siryou4.pdf

• ドローンの第三者上空目視外
飛行（レベル４）を拡大する
ための要素として、UTMの
導入方針が示されている。



有人航空機の位置情報共有に向けた方針
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• UTM導入のStep3（指定空域で
のUTM接続義務化）の段階に
おいて、当該空域を飛行する
有人航空機にも位置情報共有を
求める方針が示されている。



アジェンダ
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• 有人航空機・無人航空機の運航説明（運航の実態と課題）
→ どのような運航をしているのか。

 そのために、どのような情報を必要としているのか。

• 海外動向／ReAMo UTM 
→ どのような情報が共有可能なのか。
 （どのような情報共有をもとに、どのようなルールが検討されているのか。）

論点：有人航空機・無人航空機の運航調和にむけた情報共有の在り方


	ReAMoプロジェクト�有人航空機・無人航空機の運航調和にむけた意見交換会�趣旨説明
	開催趣旨
	現状と課題：有人航空機・無人航空機の安全確保
	検討の経緯
	既知の課題
	既知の課題
	UTM導入方針（空の産業革命に向けたロードマップ2022）
	有人航空機の位置情報共有に向けた方針
	アジェンダ

